
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

明
治
十
四
年
に
は
木
材
の
卸
商
八
五
人
、
仲
買

人
十
四
人
を
数
え
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

彼
ら
の
う
ち
に
は
山
林
経
営
に
も
進
出
し
、
杉

植
林
の
担
い
手
と
な

っ
た
者
も
あ
る
と
い
う
記
録

が
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
明
治
十
四
年
以
降
は
、
政
府
の
デ
フ
レ

政
策
に
よ
っ
て
価
格
は
下
落
し
、
不
況
の
様
相
を

強
め
、
林
業
に
お
い
て
も
伐
採
跡
地

へ
の
再
造
林

の
停
滞
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
日
田
地
方
に
人
力
車
が
現
れ
た
の
は
こ
の
こ
ろ

で
あ
る
】

明
治
十
六
年
九
月
に
は
木
屋
方
と
、
す
で
に
株

仲
間
を
廃
止
さ
れ
た
船
方
と
の
間
で
、
舟
筏
通
路

修
繕
の
こ
と
で
規
約
が
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
概
要
は

「三
隈
川
舟
筏
通
路
修
繕
は
木
屋

方
舟
方
共
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
治
川

料
舟
四
銭
、
筏
三
銭
宛
仮
収
入
所
で
徴
収
す
る
よ

う
に
し
た
い
。
規
約
を
立
て
た
上
は
営
業
者
は
規

約
を
確
守
し
て
貰
い
た
い
。
若
し
万

一
規
約
を
破

り
、
治
川
料
を
不
納
の
場
合
は
、
そ
の
舟
筏
を
長

谷
改
所
に
留
め
置
い
て
必
ず
徴
収
す
る
よ
う
。
な

ど
の
規
約
を
定
め
次
の
代
表
が
署
名
捺
印
し
て
い

る
。

明
治
十
六
年
九
月

木
屋
方
惣
代

梅
山
樹
平
、
高
倉
作
兵
衛
、
大
関
伊
三
郎
、
佐

藤
芳
三
郎
、
金
子
儀
助
、
横
尾
順

一
、
宮
崎
治

平
、
相
良
吾
平
、
千
原
武
六
、
宇
野
直
蔵
ら

一
〇
名
で
あ
る
。

〈次
号

へ
続
く
〉

☆
恵
良
土
場
現
地
視
察

八
月
十
九
日
、
役
員
に
て
恵
良
土
場
の
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
イ
サ
モ
ト
土
地
企
画
設
計
様

よ
り
現
地
の
状
況
、
埋
め
立
て
工
事
の
説
明
を
貰

い
ま
し
た
。

終
了
後
、
臨
時
役

員
会
を
開
き
、
恵
良

土
場
の
造
成
に

つ
い

て
、
工
事
者
、
入
札

等
に

つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

後
日
、
入
札
の
結
果
、
施
工
業
者
は
川
浪

組
に
決
ま
り
９
月
25
日
か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。

☆
大
山
祇
神
社
祭
事

九
月
二
十
四
日
、
大
原
八
幡
宮
に
於
い
て
、
大
山

祇
神
社
の
祭
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

大
分
西
部
森
林
管
理
署
入
口
署
長
を
始
め
来
賓

の
方
々
、
業
界
顧
問
や
役
員
に
参
拝
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
天
が
危
ぶ
ま
れ
た
為
、
神
殿
に
て
祭

事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

☆
顔
の
見
え
る
家
づ
く
り
推
進
協
議
会

日
田
市
長

へ
陳
情

9
月
26
日
に
、
協
会
と
電
気
、
管
工
事
組
合
を

加
え
９
団
体
に
て
、
日
田
市
長

へ
平
成
26
年
度
の

補
助
金
の
増
額
の
要
望
書
と
、
平
成
27
年
度

へ
の

企
画
要
望
書
を
提
出
し
陳
情
し
ま
し
た
。

☆
お
知
ら
せ

○
第
49
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

十
月
十
五
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

前
理
事
長
佐
藤
浩

幸
様
が
、
木
材
産
業

功
労
全
木
連
会
長
表

彰
を
受
賞
致
し
ま
す
。

心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

○
秋
の
優
良
材
市

来
る
十
月
二
十
三

日
に

『
秋
の
優
良
材
市
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

予
定
出
品
量

二
千
㎥

で
す
。
沢
山
の
応
札
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

○
業
主
旅
行

十

一
月
十
四
日
㈮
～
十
六
日
㈰

東
京
方
面

へ
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
研
修
や
東
京
大
学
で

の
講
義
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
木
造
中
層
ビ
ル

な
ど
、
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

○
乾
燥
機
の
増
設

組
合
員
か
ら
乾
燥
機
の
増
設
に
つ
い
て
要
望
が

あ
り
、
共
販
委
員
会
に
て
協
議
を
重
ね
て
来
ま
し

た
。
既
設
の
乾
燥
機
３
基
は
い
ず
れ
も
導
入
か
ら

13
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら

も
Ｋ
Ｄ
材
の
需
要
が
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
１
基
を
増
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
頃
よ
り
始
動
の
予
定
で
す
。

大
分
労
働
局

・
労
働
基
準
監
督
署

『労
働
災
害
非
常
事
態
宣
言
』
発
令
！

大
分
県
内
の
労
働
災
害
発
生
状
況
は
、
本
年
７

月
末
日
現
在
、
増
加
し
た
昨
年
同
期
と
比
較
し
て

15.4
％
と
大
幅
に
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
増
加
は
、
都
道
府
県
に
比
較
す
る
と
、

「全
国

ワ
ー
ス
ト
２
位
」
の
増
加
率
と
な
り
過
去
に
な
い

不
名
誉
な
記
録
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働

災
害
に
よ
る
死
亡
者
は
昨
年
を
２
人
上
回
る
６
人

と
な
る
と
と
も
に
、
こ
こ
数
年
発
生
し
て
い
な
か
っ

た
重
大
災
害
は
既
に
５
件
発
生
す
る
な
ど
、
極
め

て
憂
慮
す
べ
き
危
機
的
状
況
に
陥

っ
て
い
ま
す
。

今
般
、
大
分
県
に
お
い
て
は
、
急
増
す
る
労
働

災
害
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
大
分
労
働
局
長

に
よ
る

『
労
働
災
害
非
常
事
態
宣
言
』
を
発
令
す

る
と
と
も
に
、
緊
急
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

『
大
分
県
労
働
災
害
防
止
緊
急
対
策
強
化
期
間
』

〈９
月
～
11
月
〉
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

木
協
で
は
12
月
8
日
に
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

○
焼
却
炉
の
譲
渡
に
つ
い
て

焼
却
の
基
準
を
ク
リ
ア
ー
し
た
程
度
の
良
い
焼
却

炉
が
木
協
に
あ
り
ま
す
。
必
要
な
方
は
10
月
20
日

迄
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
低
価
格
に
て
譲
渡
致
し

ま
す
。
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